
精・気・神

精：血液、リンパ、唾液、胃液、腸液、細胞内水

気：精を消耗してエネルギーを生成する、五臓

六腑の機能を維持する原動力

神：精+気（五臓六腑の機能、脳の状態）

健常ー精気神が安定している

不安定ー定まらない

異常ーゆがむ

重篤ーおかしい



脾は精神状態と関係がある

不眠症、うつ傾向、老年症候群、



肝（自律神経）

ストレスがたまると肝の機能がおかしくなる



肝・胆：怒り、憂うつ

柴胡加竜骨牡蛎湯



三焦鍼法

採用するツボは、

膻中、中脘、気海、血海、外関、足三里である。

今回説明した重要なツボに全て一致する。

そして上焦、中焦、下焦の三焦を活性化する。

そのため抗加齢、メンタル疾患の安定化などに

重要な役割を果たすことが理解できる。



まとめ

メンタル疾患のほとんどは未病に属する。

精・気・神と五臓六腑は密接な関係がある。

脾は胃腸を管理し精神面にも繋がり、

不眠症、うつ病、老年症候群は心、肝脾、肺腎と
関係がある。

漢方薬として理気剤、健脾疎肝補腎を活用する。

鍼灸治療は胃経、大腸経、肝経ツボを選ぶ。

三焦鍼法はその代表的手法となる。


